
 

 

 

 

食品健康影響評価に関するリスクコミュニケーションの推進に係る政策評価（案） 

 

 

＜測定指標の条件＞ 

・ アウトプット指標ではなく、アウトカム指標であること 

・  定性的な指標ではなく、定量的な指標であること 

・  基準となる指標（ベンチマーク）があり、測定可能な指標であること 

 ・ 外部要因による影響が少なく、政策努力の成果が適切に反映される指標であ

ること 
 
＜測定指標＞ 

・ 意見交換会の参加者に対するリスク分析の考え方や食品安全委員会の活動に

ついての理解に関するアンケート調査 

・ メールマガジンの月別登録者数 

 
＜達成目標＞ 

・  リスクコミュニケーションの推進においては、リスク分析の考え方を理解し

た上で、食品の安全性について考えることができる関係者が増加することが重

要であり、この評価に当たっては、測定指標の条件を勘案すると、主要都市に

おいては意見交換会の評価が有効と考えられ、また、地方も含めた全体的な評

価においてはメールマガジンの登録者数が有効と考えられる。 
・  過去に食品安全委員会が開催した意見交換会におけるアンケート調査にお

いて、説明内容について理解が深まったとする者の割合は平均で約４０％であ

ったことから、意見交換会において、リスク分析の考え方や食品安全委員会の

活動についてわかりやすい情報の提供に努めることにより、「リスク分析の考

え方や食品安全委員会の活動についての理解が増進した者の割合」を５０％以

上にする。 

・ メールマガジンの総登録者数の対前月増加率は、発行当初に比べて鈍化傾向

にあり、平成１８年１２月には４．３４％（対前月増加数１５１人）であった

ものが、現状のまま推移すると平成１９年度半ば以降はわずかな増加（対前月

増加数１６人）しか見込めなくなり、１９年度末の対前年度増加率は１１．６

％にとどまることが見込まれる。このため、食品の安全性に関して地域で指導

的な立場にある者等を対象に登録の増加に努めることにより、「平成１９年度

末のメールマガジンの登録者数」を前年度末より３０％増加させる。 

 

＜参考指標＞ 

・ 対象を絞った意見交換会の開催数 
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・ 地方都市での意見交換会の開催数 

・ パネルディスカッション方式の意見交換会の開催数 

・ フォーカスグループインタビューの開催数 
























